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若者の死因の 1 位は自殺という現実  
日本の自殺の状況について警察白書 (2017)では 60 歳以上が最も多く、 50 歳代、40 歳
代が多くなっている。自殺の全体数は平成 10 年に急増した後、近年は減少傾向にある。  
年齢階級別の自殺死亡率の推移についても、多数を占める 40 歳代、50 歳代、60 歳以上
は、ピーク時から大幅に低下している。  
一方、20 歳未満では 1998 年以降おおむね横ばいで、 20 歳代や 30 歳代 は、ピーク時か
ら低下がみられるものの、減少率 40 歳代以上と比べて小さい。特に、 19 歳未満、20 歳
代、30 歳代は急増以前の水準に戻っていない。   
男女別では、男性は、 20 歳代 が 10 年以上前から一貫して上昇していたが、  23 年以降
は低下を続けており、30 歳代は 2010 年以降は低下している。女性は、50 歳代以上は低











し、５年を経過した 2016 年に見直しに向け「自殺対策に関する意識調査」を実施した。  
その調査において、『悩みを抱えたときやストレスを感じたときに、誰かに相談したり助
けを求めたりすることにためらいを感じるか』の質問について「そう思う」と「どちら
かというとそう思う」を  合わせて 46.9％であった。  
年代別では男性 の 50 歳代で 57.3％、60 歳代で 57.7％、70 歳以 上で 53.7％と中高年





83.1％であった。年代別では、男性の 60 歳代で 68.2％、70 歳以上で  72.9％と低くなっ
ていた。また、女性の 20 歳 代で 97.8％、30 歳代で 91.9％、40 歳代で  92.6％、60 歳


















右する側面としての 2 種類がある。  
Rook＆Pietromonaco(1987） は、対人関係が健康に及ぼす肯定的機能としての 3 側面
を挙げている。第 1 は  「社会的調整機能」、すなわち安全のゲート・キーパーとしての
機能である。個  人はネットワークに所属することで、何が危険な行動なのかを認識し、
自制し、 安全かつ健康的な生活を過ごすことが可能となる。第 2 は「対人欲求充足機能」  
である。個人は他者との相互作用を通じて親密化欲求を満たすというこの側面  は、コン













































図 1 は, 高木(1997)の援助要請過程を参考に新たに援助要請の方略分岐段階を加えた
仮説モデルである。以下では ,本モデルに即して援助要請を促進する支援のあり方につい
て提案する。  







































































図 1  Gate Keeping model 
子供の道徳性と援助行動の発達には強い関連性がある (Rubin & Schneider,1973)こと
から,道徳や特別活動での協働が望まれる。具  体的には,他者との相互作用による向社会
的感情の促進を図る感情コンピテンス (Saarni,1999）に注目した実践が有用であろう。
【 3rdGate 援助要請スキル】  
主な関連要因 ;時間 ,場所 ,援助要









主 な 関 連 要 因 ;年 齢 ,問 題 の 重 篤
度・潜在性 ,互恵的な文化規範の内
在化 ,互恵的教育環境等  
【2ndGate;援助への接近】  
主な関連要因 ;親和性 ,規範 ,援助要
請態度 ,ソーシャル･サポート等  
【4thGate 向社会的影響過程】 
主な関連要因 ; 援助者とのその後












































・2nd Gate 援助要請の社会的妥当性を高め ,意思決定を促す学級担任との協働  
援助要請の意思決定には ,援助を求めることに伴う報酬とコストが影響する (ex;西川
1986,相川,1988)。特に、援助要請に伴う自己評価の低下は大きな損失である (Nadler & 
Fisher,1986)。援助要請が級友や教師にどのように評価されるかといった社会的比較過
程(Festinger,1954)は、自己評価の基準となる。この過程では ,友人や教師さらには SC
への援助要請が円滑に行われることを意図した対人関係ゲーム (田上 ,2003)や SGE(國
分,1996)が有用であろう。これらの実践においては ,指導者が教師となっているが SC へ
の親和性を高める意図からも教師と SC の協働が有用であろう。  










































の配慮、先の図１で示された援助を求めやすくするための Gate Keeping model が日常
の交流に実現されることが期待される。  
アメリカにおいても青年の主な死因である自殺予防のために作成された SOS 自殺予防




た。  (※SOS プログラムは，文科省における「平成２２年度児童生徒の自殺予防に関す
る調査研究協力者会議  審議のまとめ」でも参照されている )。  






























































図２  適合的援助関係の形成過程  
Kahn R. L., Antonucci T. C. (1980)を基に作成  
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